
国庫補助事業 

令和８年度 日本スポーツ協会公認水泳コーチ２養成講習会（専門科目） 

・検定試験 開催要項 

 

１．目  的 

水泳技能の向上に努め、地域スポーツクラブ等の事業推進の中心的役割を果たすとともに、

コーチⅠの養成に貢献できる人材を養成することを目的とする。水泳指導に関する専門的な知

識・技能・応用力を有し、初心者から市区町村大会・都道府県大会レベルの選手までを指導の

対象とするほか、地域スポーツクラブや公共団体等が主催する水泳指導事業において中心的な

役割を担う。 

 

２．主  催 (公財)日本スポーツ協会 (公財)日本水泳連盟 

 

３．主  管 (公財)広島県スポーツ協会 (一財)広島県水泳連盟 

 

４．日  程 
 （１）講 習 会：令和８年９月１９日(土)、２０日(日)、２１日(月祝)、１０月１０日(土) 
（２）検定試験：令和８年１０月１１日(日) 
 ※講習会および検定試験スケジュールは受講確定後にお知らせします。 

 
５．会  場 広島県総合体育館（〒730-0011 広島市中区基町４−１） 
 
６．参加資格 
（１）令和８年４月１日現在満２５歳以上かつ、水泳コーチⅠ資格取得後２年以上の経験を有す

る者。 
（２）同一年度内に共通科目Ⅱ講習会の申し込みをおこなう者。 

※原則として、他の日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格との同時受講は認めない（公認

スタートコーチ（ジュニア・ユース）養成講習会の受講は除く）。 

 

７．定  員 ４０名（先着順） 

 

８．講習内容 教科書は「水泳指導者教本（三訂版）」（大修館書店）を使用する。課題学習につ

いては、レポートの提出(※)および自習とする。 

（１）学科 
科目名 集合講習 課題講習 合計 

水泳指導者・中・上級指導法  ３  ０  ３ 
水泳の医学・栄養学  ４  ０  ４ 
水泳の科学・トレーニング  ４  ３  ７ 
自然の水域における安全とプール管理  ３  ０  ３ 



障害者水泳  １  ０  １ 
合 計 １５  ３ １８ 

（２）演習 
科目名 集合講習 課題講習 合計 

チームビルディング １ １(※) ２ 
合 計 １  １ ２ 

 
（３）実技 

科目名 集合講習 課題講習 合計 
ドライランド・トレーニング  ２ ２(※)  ４ 
示範技術（４泳法、スタート・ターン）  ５  ３  ８ 
障害者に対する指導  １ １(※)  ２ 
指導実習  ２ ４(※)  ６ 

合 計 １０ １０ ２０ 
 
９．検定試験 
（１）学科（４科目）合計２時間 

科目名 

各科目１００点満点で評価し、 
全科目６０点以上を合格とする。 

水泳指導者・中・上級指導法 
水泳の医学・栄養学 
水泳の科学・トレーニング 
自然の水域における安全とプール管理 

（２）実技 
種 目 内 容 

50mバタフライ 
50m背泳ぎ 
50m平泳ぎ 
50mクロール 

１．２種目を選択すること 
２．制限タイム以内で泳ぐこと(※) 
３．競泳競技規則に違反しないこと 
４．泳形基準を満たしていること 

   ※制限タイムはマスターズ２級を参考に、年齢別・男女別に設けています。

詳しい制限タイムは講習の中でお知らせします。 
 
10．準備物  「水泳指導者教本（三訂版）」（大修館書店）、筆記用具、水泳実技ができる準備

（水着、水泳帽、ゴーグル、タオル等）、その他個人で必要なもの 
 

11．受講申込 

（１）申込方法 
インターネットサービス「MyJSPO（指導者マイページ）（https://account.japan-

sports.or.jp/）」のアカウント登録手続きを行い、指導者マイページから本講習会の申込

手続きを行うこと。申込方法の詳細は、必ず下記URLを参照のこと。 



■https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid209.html 
※講習会受講時の本人確認に必要となるため、MyJSPO（指導者マイページ）への顔写真

のアップロードを受講開始までにお済ませください。 
（２）受付期間：令和８年７月１日（水）〜７月３１日（金） 

 

12．受講料・検定料等 ２５，０００円（支払い方法については受講確定後にお知らせします） 

※免除･資格審査料等については別に定める。 

※共通科目の受講料は共通科目Ⅱ講習会で別途徴収する。 

 

13．受講有効期間：４年間 

 

14．受講者の内定から決定までの流れ 

（１）指導者マイページから申し込み後実施団体で申込内容の確認を行う。 

（２）実施団体の確認後、JSPOにおいて最終確認を行い、実施団体に受講料を支払った者を受講

者として正式に決定する。 

 

15．講習･試験の免除 

既存資格及びJSPO免除・適応コースの履修等により、講習･試験の一部又は全部を免除する

ことができる。免除に関する詳細は別に定める。 

 

16．検定試験・審査 

(一財)広島県水泳連盟及び(公財)日本水泳連盟が検定試験等による判定とし、検定委員会に

おいて審査する。 

※共通科目は別途実施する。 

 

17．登録及び認定 

（１）共通科目及び専門科目の全ての検定試験に合格するなど、所定のカリキュラムを修了し、

公認コーチ２として必要な資質能力を修得した者を修了者（「新規登録」対象者）と認め、

登録案内を送付する。 

（２）公認スポーツ指導者登録規程に基づき、登録手続き（登録料の納入等）を完了した者を公

認コーチ2として認定し、「認定証」及び「登録証」を交付する。 

※JSPO倫理規程第４条に違反する行為があったとして JSPOが認めた時は、登録の権利を失

い認定されない場合がある。 

※当該競技の公認スタートコーチや公認コーチ１等が受講条件として定められている場合、

資格を保有していても資格が「有効」でないと、公認コーチ２が登録できない場合がある。 

（３）登録料は４年間で基本登録料（デジタル版13,000円／印刷送付版：17,000円）＋資格別

登録料（競技によって異なる）とする。なお、初回登録時のみ初期登録手数料3,300円（税

込）が別途必要となる。 

※すでに公認スポーツ指導者資格を取得している場合は、登録料が異なる場合がある。 

（４）資格の有効期間は４年間とし、４年毎に更新する。ただし、公認コーチ２以外に公認スポ

https://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid209.html


ーツ指導者資格（スポーツリーダーは除く）が認定されている場合、初回の有効期間は、新

規認定期日からすでに認定されている資格の有効期限までとする。 

（５）有効期間満了に伴う「更新登録」にあたっては、有効期限の６カ月前までに、JSPO 又は

JSPO加盟団体等の定める更新研修を修了するなどの要件を満たさなければならない。 

 

18．注意事項 

（１）受講有効期間内に所定のカリキュラムを修了しない場合は、その時点で受講者としての権

利をすべて喪失する。 

（２）本講習会受講に際し取得した個人情報は、本講習会受講者の管理及び諸連絡以外には使用

しないものとする。 

（３）本講習会の受講有効期間内に他の公認スポーツ指導者養成講習会の受講はできない。また、

受講申込時点で他の JSPO 公認スポーツ指導者資格養成講習会の受講有効期間内又は未修了

の場合は、本講習会への受講申込はできない。 

（４）受講者としてふさわしくない行為（日本スポーツ協会公認スポーツ指導者処分基準等にお

いて違反行為と規定された行為）があったと認められたときは、JSPO指導者育成委員会また

は加盟団体等において審査し、受講資格の取消しないしは停止、受講済科目の一部ないしは

全部の取消し、資格登録権利の停止等の処分を行う場合がある。なお、処分内容については、

日本スポーツ協会公認スポーツ指導者処分基準等の関連規程に照らし合わせるとともに、受

講状況等に応じて検討する。また、JSPOまたは加盟団体等が受講者としてふさわしくない行

為に関する事実調査を開始して以降、処分内容が確定するまでの間、当該受講者からの「受

講辞退」申請は受理しない。 

（５）本講習会風景の写真等は、JSPO又はJSPO加盟団体等のホームページ及びその他関連資料

へ掲載する場合がある。 

（６）天災地変や伝染病の流行、講習会場・輸送等の機関のサービスの停止、官公庁の指示等の

JSPO又は JSPO加盟団体等が管理できない事由により、講習会内容の一部変更及び中止のた

めに生じた受講者の損害については、JSPO又はJSPO加盟団体等ではその責任は負わない。 

 

19．問い合わせ先 

   (一財)広島県水泳連盟 普及総括 胡 泰志  TEL：０８２－８３６－５４００（事務局） 

 

 
 

 
 
 

 
 


